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学際⼤規模情報基盤共同利⽤・
共同研究拠点とは？
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「⼤規模情報基盤」の「共同利⽤」 「学際」的な「共同研究」
l以下の⼤規模設備を⽤いた研究が
⾏えます

u8⼤学（北⼤，東北⼤，東⼤，東⼯
⼤，名⼤，京⼤，阪⼤，九⼤）の
情報基盤センター等が運⽤する
スーパーコンピュータ

uデータ活⽤社会創⽣プラット
フォームmdx

l典型的には，Computational-X や X-
Informaticsで，情報分野と X 分野
の学際研究を実施・⽀援します

lあるいは，X が複数の専⾨分野に
分かれる研究も⽀援します

「拠点」
l上記8⼤学センター群が⼀丸となり，共同利⽤・共同研究を実施します



公募型共同研究のメリット
n共同利⽤

l⼤規模設備を無料で利⽤できます
uただし，他の研究グループと共⽤するものであり，数⼗億円の
設備を1グループで1年間占有できるわけではありません

n共同研究
l8⼤学センター群に所属する計算科学・データ科学・計
算機科学などの専⾨家が参画した研究課題を実施できま
す

nその他
l様々な分野の研究者との交流の場として，拠点シンポジ
ウムを開催します

l成果発表に要する経費の⼀部（国際会議の旅費，論⽂の
掲載料，会議の会場費）を補助する制度があります
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公募型共同研究採択時のデュー
ティ
n報告書
中間報告書：2024年10⽉，2P程度，⾮公開
最終報告書：2025年5⽉，8P程度，公開
→過去の最終報告書は拠点ウェブサイトで閲覧可能です

nシンポジウムでの発表（2回）
現地会場：品川（予定）
実施形式：オンライン＋現地（予定）
旅費⽀給：あり
発表者：共同研究者なら誰でも
2024年：ポスター，研究計画の発表
2025年：⼝頭，研究成果の発表
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２つの課題分野
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⼤規模計算科学課
題分野

u学際的かつ先導的な研究チームが，⼤規模計算基盤
（スーパーコンピュータや⼤容量ストレージなど）を利
⽤して⾏う⼤規模計算科学研究を歓迎します

u計算科学シミュレーションのモデルの改良に実データを
⽤いるような研究は、本分野に応募ください

データ科学・デー
タ利活⽤課題分野

u理系・⽂系の枠にとらわれず，多様な分野のデータを⽤
いた，またデータを⽤いるための先端的な研究を歓迎し
ます

uデータの収集・整理・共有，プラットフォームの整備な
どをテーマにした研究も歓迎します



【参考】 2023年度応募課題参加者の
専⾨分野（科研費の区分）の分布
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⼤区分 ⼩区分

A 経営学,経済統計,地理学,会計学
B 数理物理および物性基礎,⼤気⽔圏科学,プラズマ科学,宇宙惑星科学,天⽂学, 核融合学, 固体地球科学, 数理解析学, 

⽣物物理、化学物理およびソフトマターの物理, 応⽤数学および統計数学, 素粒⼦、原⼦核、宇宙線および宇宙
物理, 地球⼈間圏科学, 磁性、超伝導および強相関

C 流体⼯学, ⽔⼯学, 制御およびシステム⼯学, 熱⼯学, 社会システム⼯学, 地盤⼯学, ⼟⽊計画学および交通⼯学, 建
築環境および建築設備, ⼟⽊環境システム, 電⼦デバイスおよび電⼦機器, 機械⼒学およびメカトロニクス, 防災⼯
学, 構造⼯学および地震⼯学, 材料⼒学および機械材料, 安全⼯学, 船舶海洋⼯学, 航空宇宙⼯学, 建築構造および材
料, 電気電⼦材料⼯学, 電⼒⼯学, 通信⼯学,ロボティクスおよび知能機械システム

D 原⼦⼒⼯学, ナノ材料科学, 構造材料および機能材料, ナノマイクロシステム, ⾦属材料物性, 薄膜および表⾯界⾯
物性, ナノ構造化学, 無機材料および物性, 応⽤物性

E 基礎物理化学, ケミカルバイオロジー, ⾼分⼦材料, 無機・錯体化学, 無機物質および無機材料化学

F ⽔圏⽣産科学
G システムゲノム科学, ゲノム⽣物学, ⽣態学および環境学, ⾃然⼈類学, 構造⽣物化学
I 病態系⼝腔科学, 放射線科学
J ⾼性能計算, 計算機システム, 計算科学, ソフトウェア, 情報学基礎論, 統計科学, 情報ネットワーク, 知能情報学, ソ

フトコンピューティング, ⽣命、健康および医療情報学, 数理情報学, エンタテインメントおよびゲーム情報学, 知
覚情報処理, ヒューマンインタフェースおよびインタラクション, 情報セキュリティ, データベース

K 環境動態解析, 循環型社会システム



応募への準備
nスケジュール
n作成書類・申込先
n募集要項の構成
n昨年度との差分
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スケジュール

n2023.11.15 募集要項の公開
n2023.11.28 申込書の公開（東⼯⼤資源申請不可バー

ジョン）
n2023.12.1 13:30 公募説明会（オンライン）
n（未定）東⼯⼤資源利⽤⽤の申込書の公開
n2023.12.7 課題申し込み受け付け開始
n2024.1.9 10:00 課題申し込み受け付け終了
n2024.3⽉中旬 審査結果の通知
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作成書類・申込先
準備書類（拠点ウェブサイトよりDL可能）
必ず最新版を使⽤！昨年度とは様式内容変更・番号変更あり
n申込書1(.docx or .tex) 研究情報の記載
記述様式，本⽂3P＋資源量積算根拠と利⽤⽬的（制限なし）
研究分野が異なる審査員にも理解できるように記述してください

n申込書2(.xlsx) 計算資源，研究者情報
→20231201時点で東⼯⼤資源に⾮対応
利⽤する場合は最新バージョンの公開を待ってください

申込先
n HPCI資源（スパコン等）を使う場合

→HPCIウェブサイトから（拠点ウェブサイトからリンクあり）
n HPCI資源を使わない場合(e.g. mdxのみの利⽤)

→拠点ウェブサイトから
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募集要項の構成
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募集要項 1.課題分野
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募集要項 2. 利⽤可能な計算機等
の資源
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募集要項 3. 共同研究課題の種類
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募集要項 4. 応募資格
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募集要項 4. 応募資格
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募集要項 5. 6.
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募集要項 7.1 申込書記載上の留意
点
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募集要項 7.2
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募集要項 7.2
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募集要項 7.3
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募集要項 7.4
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A B C
A B C

A B C A
B C

優先確保資源を指定しない場合

資源Aを優先確保資源とした場合



募集要項 7.5
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昨年度との差分(1)

n申込書1後半での「資源量積算根拠と利⽤⽬的」項⽬の追
加
・「利⽤⽬的」は全課題で必須
・「積算根拠」は不要な場合もあり

l 新規課題でかつ申請資源の総量が100万円以下の場合
l データ科学・データ利活⽤課題分野への申し込み＋mdxを共有予算⽅式で申請する場合

→mdxは記載不要（HPCI資源は記載必須）
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昨年度との差分(2)

n申込書様式と番号の変更
研究情報を記載するWord/TeX様式を「申込書1」、利⽤資
源等の課題情報を記載するExcel様式を「申込書2」と変更

n課題分野についての説明の追加
計算科学シミュレーションのモデルの改良に実データを⽤
いるような研究は、⼤規模計算科学課題分野に応募してい
ただくように説明を追加しました。

n参加者の条件
共同研究者として、⼤学院⽣だけでなく学部学⽣なども参
加できるようになりました。
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昨年度との差分(3)

nmdxの予算指定⽅式の追加
mdxの多くの計算資源を利⽤する課題は、必要予算額を明
記して応募することができるようになりました。この場合
は、個別予算⽅式を選択してください（従来の⽅式は共有
予算⽅式と呼びます）。

n優先確保資源の設定
審査結果により採択後に割り当てられる計算機資源量が申
請時より削減される場合があります。この場合、削減対象
から外すことを希望する資源として「優先確保資源」の指
定ができるようになりました（指定しても全体の削減量は
変わりません）。詳細は募集要項7.4を参照ください。
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その他の注意事項
n募集要項を必ずお読みください
n申込書1に関して
研究分野が異なる審査員にも理解できるように記述してく
ださい

n申込書2に関して
"Note"シートの注意事項を必ずお読みください
“Project”シートにエラーがないことを確認してください

n当拠点が重視する項⽬など
募集要項の「7. 申込書記載上の留意点、評価のポイント、
申請可能資源量」を参照してください
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